




2. Metabolism and Pharmacokinetics of 
Traditional Chinese Medicine 何CM).
車慶明（北京大学）
3.ヒ卜腸内細菌による新規な代謝反応－c－配糖
体の開裂反応について一．
服部征雄（富山医薬大・和漢薬研）
4.漢万製剤（弓薬甘草湯）と西洋薬剤との相互作
用の模証と対策ー腸内細菌の代謝活性と活性
代謝物の血祭動態の変動を指標にして一
何菊秀，総忠人（富山医薬大・和漢薬研）
5.見えてきたヒ卜腸内細菌の全貌．
邦宇野義己（理化学研究所）
6. Helicobacter pylori感染と胃がん．
杉山敏郎（富山医薬大・医）
7.腸疾患の漢万治療．
柴原直利（富山医薬大・和漢薬研）
第2日
8. トロンボ、キサンA2が関与する大腸粘膜の病態
生理．
酒井秀紀（富山医薬大・薬）
9. Helicobacter pylori感染によってなぜ、異なった
疾患が形成されるか？
千葉勉（京大・大学院医学研究科）
10.消化管の免疫異常と炎症の病態病理．
土肥多恵子（国立国際医療センタ－研）
11.小児における食物？レルギーの現状と合後の
課題．
足立雄一（富山医薬大・医）
12.腸管免疫性疾患病態モデルにおける腸管免疫－
神経イン卜ラネットの破綻
門脇真（富山医薬大・和漢薬研）
和漢薬研究所特別セミナーは、和漢医薬学研究の発展を目指して昭和 56年（1981）に第 1回を全国
規模で開催して以来、今年で 26回目の開催を迎えるに至った。
今回は、「和漢薬研究所Jとしては最後の開催であるが＼「和漢薬と消化管一消化管常在菌の役割お
よび消化管疾患をめぐる最新の話題－Jをテーマに、消化管を研究のプラットフォームとしている服
部征雄教授と門脇 真教授が世話人を務めた。
第1日目は漢方薬の薬効発現における腸内細菌の重要性を模証するため、耕野義己先生（理化学
研究所）によるヒト腸内細菌の全貌に関する講演、漢方薬の腸内細菌による代謝活性化の講演、実際
の消化管疾患の薬物治療に関する講演へと展開した。
第2日目は消化管疾患をめぐる最新の話題として、千葉 勉教授（京都大・消化器内科）による、
このセミナーの 3力月後にノーベル医学・生理学賞の苅象となった Helicobacterpyloriによる消化
管疾患に関する講演や土肥多恵子先生（国立国際医療センタ－研究所）による、最近急増している
消化管の免疫性疾患の病態生理についての講演、さらに消化管疾患の病態生理に関する様々な観点、か
らの研究についての講演など、世界の最先端の研究について紹介していただいた。
会後、和漢薬による薬物治療及び消化管疾患に苅する和漢薬による薬物治療戦略を考える上で重要
な示唆に富むセミナーとなった。
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